
境
に
あ
っ
て
栽
培
が
促
進
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
肥
料
や
農
具
の
発

達
に
よ
り
、
稲
、
麦
の
栽
培
だ
け
で
は

な
く
野
菜
類
の
大
量
生
産
が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
か
ら
元
文

三
年
（
一
七
三
八
）
に
か
け
て
本
草
学
者

丹
羽
正
伯
が
各
地
に
調
査
さ
せ
た
農
産

物
を
み
る
と
「
穀
類
」「
菜
類
」「
瓜
類
」

「
菓
類
」
に
分
類
さ
れ
、
各
地
に
何
種

類
も
の
品
種
を
含
め
き
わ
め
て
多
く
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
根
だ
け
で

み
て
三
四
か
国
七
九
郡
の
資
料
に
、
一

六
四
種
類
の
異
な
る
名
称
が
み
ら
れ
る
。

夏
大
根
、
秋
大
根
、
三
月
大
根
、
四

月
大
根
な
ど
の
よ
う
に
時
期
を
示
す
名

称
。
江
戸
大
根
、
練
馬
大
根
、
尾
張
大

根
、
秦
野
大
根
な
ど
の
よ
う
に
産
地
名

を
示
す
名
称
。
ね
ず
み
大
根
、
細
根
大

根
の
よ
う
な
形
状
を
名
称
に
し
た
大
根

な
ど
様
々
な
名
称
が
み
ら
れ
る
。
な
す

も
丸
な
す
、
長
な
す
、
ひ
ょ
う
た
ん
な

す
、
赤
な
す
、
白
な
す
、
黒
な
す
、
は

り
な
す
、
き
ん
ち
ゃ
く
な
す
な
ど
多
様

で
あ
る
。

と
く
に
江
戸
、
京
都
、
大
坂
の
三
都

は
大
消
費
地
で
あ
り
、
生
鮮
食
品
で
も

あ
る
野
菜
類
の
供
給
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
市
の
周
辺
地
域
の
農
村
が
中
心
と
な

っ
た
。

江
戸
を
含
む
武
蔵
の
国
の
産
物
を

記
し
た
『
武
江
産
物
志
』（
次
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
一
八
二
四
）
に
は
、
産
物
地
と
野
菜
類

の
関
係
を
記
し
て
い
る
。「
大
根
・
人
参
」

（
練
馬
）、「
秋
菜
」（
小
松
川
）、「
つ
け
菜
」

（
三
河
島
）、「
水
菜
・
水
芹せ

り
・
み
つ
ば
芹
・

春
菊
」（
千
住
）、「
ご
ぼ
う
」（
岩
槻
）、

「
青
芋
・
紫
芋
」（
葛
西
）、「
な
す
」（
駒
込
・

千
住
）、「
と
う
も
ろ
こ
し
」（
内
藤
宿
）

な
ど
の
ほ
か
、
各
種
の
「
瓜
類
」「
ら
っ

き
ょ
う
」「
に
ら
」「
み
ょ
う
が
」
な
ど

多
様
な
野
菜
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
果
物
も
多
く
記
載
さ
れ
「
梅
、

杏
子

あ
ん
ず

、
桃
、
梨
、
柿
、
枇
杷

び

わ

、
柚
、
い

ち
じ
く
」
な
ど
各
種
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
四
季
折
々
に

収
穫
で
き
る
異
な
っ
た
野
菜
類
は
、

人
々
の
食
生
活
を
豊
か
な
も
の
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
食

江原 絢子
（えはら　あやこ）

1943年 島根県に生まれる
お茶の水女子大学家政学部食物学科
卒業。博士（教育学）、東京家政学院
大学教授を経て、現在、同大学名誉
教授・客員教授。
（社）日本家政学会食文化研究部会部
会長、農林水産省技術会議委員。
著書は、『高等女学校における食物教育
の形成と展開』（単著 雄山閣 1998年）
があり日本風俗史学会江馬賞受賞。
共著は『食生活と文化』（弘学出版
1988年）、『近代料理書の世界』（ドメス
出版 2008年）、『日本食物史』（吉川
弘文館 2009年）など。
編著は、『食と教育』（ドメス出版 2001年）、
『近現代の食文化』（弘学出版 2002年）、
『日本の食文化』（アイ･ケイコーポレーション
2009年）など。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
野
菜
の
多
く

は
、
各
時
代
に
海
外
か
ら
伝
来
し
た
も

の
で
、
日
本
を
原
産
と
し
て
い
る
も
の

は
、
う
ど
、
み
つ
ば
、
み
ょ
う
が
、
ふ

き
、
や
ま
い
も
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
。

古
代
に
は
定
着
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た

か
ぶ
、
大
根
、
ね
ぎ
、
か
ら
し
菜
、
う

り
類
、
な
す
な
ど
も
中
国
大
陸
、
朝
鮮

半
島
を
経
て
伝
来
し
た
も
の
を
栽
培
種

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
十
六
世
紀
に
南
蛮
貿
易
に

よ
り
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
か
ぼ
ち
ゃ
、

す
い
か
、
と
う
が
ら
し
、
甘
藷

か
ん
し
ょ

（
さ
つ

ま
芋
）
な
ど
や
明
と
の
貿
易
で
伝
来
し

た
と
さ
れ
る
人
参
、
セ
ロ
リ
、
ほ
う
れ

ん
そ
う
、
春
菊
な
ど
も
日
本
の
自
然
環

は
じ
め
に

野
菜
の
利
用
と
江
戸
時
代
の
食
生
活（
一
）

江
原
絢
子
（
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
）



生
活
に
野
菜
類
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
た
の
か
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
食

べ
方
を
通
し
て
当
時
の
食
生
活
に
お
け

る
野
菜
類
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
人
々
と
一
口
に

い
っ
て
も
、
階
層
に
よ
り
当
然
食
事
は

異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
流
階
層
の

食
事
と
庶
民
層
の
暮
ら
し
と
で
は
使
う

野
菜
類
も
そ
の
料
理
も
異
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
日
常
の
食
事

と
、
行
事
や
婚
礼
な
ど
の
儀
礼
的
食
事

と
で
は
ま
っ
た
く
そ
の
内
容
や
規
模
が

異
な
る
の
で
、
日
常
と
行
事
な
ど
の
特

別
食
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
野
菜
類
の

利
用
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ

ら
に
、
魚
介
類
に
比
較
し
て
野
菜
類
の

価
格
は
格
安
で
あ
っ
た
こ
と
、
野
菜
の

加
工
品
で
あ
る
漬
物
類
の
重
要
性
、
豆

腐
、
油
揚
げ
な
ど
の
日
常
食
に
多
用
さ

れ
た
安
価
な
加
工
品
の
製
造
、
販
売
な

ど
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

今
回
は
江
戸
に
暮
ら
し
た
隠
居
大
名

の
食
事
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
野
菜

類
の
利
用
、
季
節
性
な
ど
に
つ
い
て
み

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

庶
民
層
は
も
と
よ
り
上
流
階
層
の
食

事
記
録
に
つ
い
て
も
、
儀
礼
食
な
ど
に

つ
い
て
は
残
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

日
常
の
食
事
に
つ
い
て
は
残
る
こ
と
は

ま
れ
で
あ
る
。

本
稿
で
用
い
た
中

心
史
料
で
あ
る
『
御
膳

日
記
』
は
、
寛
政
十
二

年
（
一
八
〇
〇
）
十
一
月

か
ら
翌
年
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
九
月
ま
で

の
約
十
か
月
、
ほ
ぼ
毎

日
の
食
事
内
容
を
記

録
し
た
史
料
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
国
文
学

研
究
資
料
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
最

初
は
誰
の
食
事
記
録

か
不
明
で
あ
っ
た
。

記
録
の
中
に
わ
ず

か
に
記
さ
れ
る
「
御

前
様
」、「
大
殿
様
誕

生
ニ
付
」
な
ど
を
手

掛
か
り
に
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
史
料

は
、
信
州
松
代
藩
の

六
代
藩
主
真
田
幸
弘

の
隠
居
後
の
食
事
記

録
で
、
幸
弘
と
そ
の

夫
人
に
用
意
さ
れ
た

食
事
を
四
名
の
御
膳

番
に
よ
っ
て
交
代
で

記
録
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
わ
か
っ
た
。

そ
れ
が
判
明
す
る
経

緯
に
つ
い
て
は
、
紙

幅
の
関
係
で
省
略
す
る
が
、
謎
解
き
の

よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
味
わ
っ
た
。

真
田
家
の
系
譜
に
よ
れ
ば
、
幸
弘
は

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
一
月
二
一
日
に

生
ま
れ
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
父
信

安
が
三
十
九
歳
で
死
去
し
た
た
め
に
、

十
三
歳
の
若
さ
で
父
の
後
を
継
ぎ
藩
主

と
な
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
五
十
九

歳
で
隠
居
し
て
い
る
。
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）、
当
時
と
し
て
は
長
寿
と
い

え
る
七
十
六
歳
で
死
去
し
た
。
こ
れ
か

ら
み
る
と
『
御
膳
日
記
』
の
記
録
は
、

幸
弘
が
隠
居
し
て
二
年
か
ら
三
年
後
に

か
け
て
の
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
真
田
家
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て

み
る
と
、
上
屋
敷
は
溜
池
に
、
中
屋
敷

が
赤
坂
南
部
坂
に
、
下
屋
敷
が
深
川
に

あ
り
、
幸
弘
は
隠
居
後
、
赤
坂
中
屋
敷

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
別
の
日
記
類
か

ら
わ
か
る
。

こ
の
屋
敷
跡
は
六
本
木
に
程
近
く
、

石
垣
と
屋
敷
跡
の
前
に
現
存
す
る
氷
川

坂
の
途
中
に
あ
る
氷
川
神
社
が
当
時
を

物
語
る
。

幸
弘
は
氷
川
神
社
に
よ
く
参
詣
し
、

そ
の
先
の
真
田
家
菩
提
寺
の
一
つ
盛
徳

寺
に
も
出
か
け
て
い
た
が
、
現
在
、
寺

は
伊
勢
原
市
に
移
転
し
、
今
は
な
い
。

屋
敷
の
横
に
あ
る
南
部
坂
は
現
在
も
残
っ

て
い
る
が
、
こ
の
坂
は
む
し
ろ
「
忠
臣

蔵
」
で
大
石
内
蔵
助
が
浅
野
内
匠
頭
夫

人
瑶
泉
院
を
訪
ね
た
「
南
部
坂
雪
の
別

『武江産物志』（文政7年〈1824〉岩崎常正著　東京家政学院大学附属図書館蔵　筆者撮影）

一
、
史
料『
御
膳
日
記
』に
つ
い
て



れ
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。
南
部
坂
の
解

説
書
な
ど
も
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

る
が
、こ
こ
に
真
田
家
中
屋
敷
が
あ
り
、

幸
弘
が
か
つ
て
上
り
下
り
し
た
こ
と
な

ど
今
で
は
誰
も
知
る
由
も
な
い
。

『
御
膳
日
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

毎
日
の
食
事
記
録
「
寛
政
十
二
年
十
一
月

か
ら
翌
享
和
元
年
八
月
（
一
八
〇
〇
〜
〇
一
）」

を
み
る
と
、
ほ
ぼ
一
日
三
回
ご
と
の
食

事
が
毎
日
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
御
朝
」「
御
夕
」「
御
夜
食
」
の
よ
う

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

夕
食
の
時
間
を
真
田
家
の
同
時
代
の

日
記
で
あ
る
『
家
老
日
記
』
の
該
当
記

事
で
み
て
み
る
と
、
一
月
十
一
日
、
幸

弘
が
上
屋
敷
に
夕
食
に
出
か
け
た
の
が

四
つ
半
刻ど

き

で
あ
り
、
ま
た
一
月
二
十
三

日
に
盛
徳
寺
に
で
か
け
て
食
事
を
振
る

舞
わ
れ
た
の
が
、
や
は
り
四
つ
半
刻
と

あ
る
。
こ
の
時
刻
は
午
前
十
時
半
か
ら

十
一
時
頃
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

ほ
か
に
九
つ
刻
（
四
月
十
五
日
）、

九
つ
半
刻
（
一
月
二
十
八
日
）
と
記
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
正
午
か
ら

午
後
一
時
頃
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
日
記

に
記
さ
れ
た
「
御
夕
」
の
献
立
は
、
現

在
で
い
う
昼
食
に
あ
た
る
も
の
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
夜
食
」
は
、

七
つ
刻
（
午
後
四
時
頃
）
と
い
う
の
も

あ
れ
ば
、
夜
四
つ
（
十
時
頃
）
と
い
う

の
も
あ
り
、
か
な
り
の
幅
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
の
夕
食
か
夜
食
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

三
田
村
鳶
魚

え
ん
ぎ
ょ

の
『
江
戸
の
食
生
活
』

を
み
て
も
、
江
戸
時
代
の
夕
食
の
時
間

は
時
と
場
合
と
に
よ
り
、
か
な
り
の
幅

が
あ
り
、
早
い
も
の
で
は
午
前
十
時
も

あ
り
午
後
二
時
、
午
後
五
時
な
ど
、
史

料
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

「
朝
・
夕
・
夜
食
」

の
記
載
は
、
武
士

が
二
度
食
で
あ
っ

た
名
残
と
思
わ
れ

る
も
の
の
、
す
で

に
実
質
は
三
度
食

と
な
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

朝
食
の
時
間
に

つ
い
て
は
、『
御

膳
日
記
』
に
は
明

確
に
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
真
田
家

の
『
御
側
御
納
戸

お
そ
ば
お
な
ん
ど

日
記
』を
み
る
と
、

朝
の
目
覚
め
が
五

つ
か
ら
六
つ
刻
頃

（
午
前
五
時
か
ら

七
時
頃
）な
の
で
、

朝
食
は
そ
の
後
、
七
時
か
ら
八
時
頃
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
食
事
は
、
あ
る
一
定
の
決

ま
っ
た
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
形

式
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
飯
、
汁
、
菜
が

一
種
か
ら
二
種
類
と
香
の
物
（
漬
物
）

が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
食
事
で
、
一
汁

一
菜
か
ら
一
汁
二
菜
程
度
の
簡
素
な
も

の
で
、
通
常
、
酒
や
そ
の
酒
肴
を
伴
わ

『御膳日記』寛政13年1月（1801）（八田家文書）（国文学研究資料館蔵　筆者撮影）

二
、
日
記
に
見
る
日
常
食
と
儀
礼
・

行
事
食
の
割
合

幸弘が暮らした松代藩江戸中屋敷跡と当時の面影を残す石垣。その西を通る氷川坂の途中に
幸弘がよく参詣した氷川神社と、その境内奥に真田家の菩提寺「盛徳寺」があった。

1

3
2
松代藩江戸中屋敷

氷川神社

今はない真田家の
菩提寺「盛徳寺」

写真 『江戸切絵図と東京名所絵　29増補改正・赤坂繪圖』（白石つとむ編　株式会社小学館より
転載。嘉永三年〈1850〉頃の作成図）
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な
い
食
事
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
酒
の
儀
礼
や
酒
宴
な

ど
に
伴
っ
て
本
膳
料
理
が
供
さ
れ
る
場

合
で
、
本
膳
料
理
は
、
そ
の
規
模
に
よ

っ
て
も
異
な
る
が
、
通
常
二
か
ら
三
膳

が
供
さ
れ
、『
御
膳
日
記
』
で
も
一
汁

三
菜
か
ら
三
汁
七
菜
ま
で
供
さ
れ
、
こ

れ
に
加
え
て
酒
の
酒
肴
が
加
え
ら
れ

る
。前

者
の
形
式
を
と
る
場
合
を
日
常
食

と
し
て
考
え
、
本
膳
料
理
や
酒
・
酒
肴

が
供
さ
れ
る
も
の
を
儀
礼
・
行
事
の
食

と
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
み
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
日
常
食
と
儀
礼
・
行
事
食

（
外
出
先
で
食
事
を
と
っ
た
日
を
含
む
）

の
割
合
を
み
る
た
め
に
、
十
か
月
間
の

食
事
記
録
を
三
食
に
分
け
、
そ
の
中
を

日
常
と
行
事
等
の
食
事
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
回
数
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

十
か
月
二
九
四
日
の
う
ち
、
日
常
食
は

朝
食
が
二
九
〇
日
分
、
夕
食
は
二
五
九

日
分
、
夜
食
は
二
六
四
日
と
圧
倒
的
に

日
常
食
が
多
い
。
ざ
っ
と
い
え
ば
、
一

週
に
一
度
く
ら
い
は
日
常
と
は
異
な
っ

た
食
事
や
酒
が
供
さ
れ
た
、
と
推
察
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

記
録
を
見
る
限
り
幸
弘
の
外
出
の
機

会
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、

『
家
老
日
記
』
を
み
る
と
幸
弘
は
比
較

的
よ
く
外
出
し
て
お
り
、『
御
膳
日
記
』

に
記
さ
れ
た
食
事
は
実
際
は
食
べ
て
い

な
い
場
合
も
あ
り
、
陰
膳

か
げ
ぜ
ん

と
し
て
準
備

さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
か
、
夫
人
の

み
の
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
点
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

十
か
月
間
の
日
常
の
食
事
記
録
か
ら

野
菜
類
の
利
用
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
野
菜
類
と
は
、

植
物
性
食
品
全
体
と
し
て
と
ら
え
、豆
、

芋
、
果
物
な
ど
も
こ
れ
ら
に
含
め
て
考

え
る
こ
と
に
す
る
。
野
菜
の
食
事
中
の

位
置
づ
け
を
み
る
た
め
に
は
、
魚
介
類

な
ど
他
の
食
品
に
つ
い
て
も
み
て
み
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
日
常
食
の
具

体
的
な
一
日
の
食
事
献
立
を
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

一
日
三
食
と
も
儀
礼
や
行
事
の
な
い

日
の
一
月
と
六
月
の
献
立
を
一
つ
ず
つ

あ
げ
て
み
る
と
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
例
に
あ
げ
た
よ
う
な
献
立
が
ほ

ぼ
毎
日
続
い
て
い
る
。
こ
の
例
に
は

「
石
が
れ
い
」
や
「
小
鯛
」
の
焼
き
物

な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
毎
日
で

は
な
く
む
し
ろ
魚
介
類
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。
一
月
は
「
大
根
、
か

ぶ
、
う
ど
、
榎
茸
」
な
ど
の
野
菜
が
見

え
、
六
月
の
献
立
に
は
「
茄
子
、
み
ょ

う
が
、
冬
瓜

と
う
が
ん

」
な
ど
が
み
ら
れ
、
季
節

に
応
じ
た
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
る
。
平

皿
は
ほ
と
ん
ど
野
菜
、
茸き

の
こ

、
芋
類
の
煮

物
で
あ
る
が
、
例
に
あ
げ
た
献
立
の
野

菜
の
煮
物
、「
八
盃
豆
腐
」
に
そ
え
ら

れ
た
「
平
鰹
」
は
、
鰹
節
を
薄
く
削
っ

た
も
の
を
か
け
た
も
の
で
、
幸
弘
の
食

事
に
は
き
わ
め
て
多
く
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
二
つ
の
献
立
か
ら
も
想
像
で

き
る
よ
う
に
一
年
を
通
し
て
、
豆
腐
は

ほ
ぼ
毎
日
の
献
立
に
登
場
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
多
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
十
か
月
間
の
日
常
食
に
使
用
さ

れ
た
食
品
の
種
類
を
調
査
し
、
一
か
月
あ

た
り
の
平
均
の
使
用
数
を
多
い
順
に
並
べ

て
み
る
と
、
図
１
の
グ
ラ
フ
に
示
す
と

お
り
豆
腐
は
も
っ
と
も
多
く
、
月
平
均

六
十
五
回
使
わ
れ
て
い
る
。
日
常
食
は

一
か
月
平
均
八
十
回
ほ
ど
で
あ
る
た

め
、
豆
腐
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
複
数
回
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
事
例
の
よ

う
に
朝
、
夕
、
夜
食
の
い
ず
れ
に
も
豆

腐
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と

い
え
る
。

こ
の
図
を
み
る
と
わ
か
る
と
お
り
、

動
物
性
食
品
は
鰹
節
を
削
っ
た「
平
鰹
」

と
卵
の
み
で
あ
る
。
こ
の
図
に
の
せ
た

食
品
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
に
、

魚
介
類
が
全
く
出
て
い
な
い
が
、
使
用

さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
鯛
・

小
鯛
、
か
れ
い
な
ど
は
比
較
的
使
わ
れ

て
は
い
る
が
、そ
れ
で
も
月
平
均
で
は
、

三
か
ら
五
回
で
、
あ
と
は
十
か
月
に
一

か
ら
五
回
程
度
す
ず
き
、
か
ま
す
、
き

す
、
あ
じ
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
が
使
わ
れ

三
、
使
用
食
材
の
な
か
の
野
菜

御
飯
汁（
う
ど
）

平
皿
（
百
合
根
・
青
菜
・
平
鰹
）

濃
焦

こ
く
し
ょ
う（
豆
腐
・
お
と
し
玉
子
）

香
物

御
飯
汁（
か
ぶ
菜
）

平
皿
（
縮
緬
麩
・
小
口
里
芋
・

榎
茸
・
薄
葛
引
）

石
が
れ
い
色
附
焼

香
物

御
飯
汁（
大
根
せ
ん（
注
１
））

平
皿（
さ
わ
さ
わ
豆
腐
・
松
茸
）

香
物

注１=せんは大根千切りのこと

●

御
朝

●

御
夕

●

御
夜
食

寛
政
十
三
年

一
月
十
八
日

御
飯
汁（
糸
瓜
）

平
皿（
茄
子
　
割
あ
ら
め
）

煎
り
豆
腐（
切
り
く
る
み

せ
ん
生
姜
　
あ
ん
か
け
）

香
物

御
飯
汁（
豆
腐
・
平
鰹
）

平
皿（
櫛
形
茄
子
・
み
ょ
う
が
・
漬
初
茸
）

焼
物（
蒸
し
小
鯛
・
ご
ま
塩
か
け
）

香
物

御
飯
汁（
冬
瓜
・
平
鰹
）

平
皿（
八
盃
豆
腐
・
平
鰹
）

香
物

●

御
朝

●

御
夕

●

御
夜
食

寛
政
十
三
年

六
月
五
日



て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
だ
け
で
も
、
幸

弘
の
日
常
食
は
植
物
性
食
品
が
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
番
目
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
茄
子
」
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用

月
を
図
２
で
み
る
と
四
月
か
ら
八
月
ま

で
に
集
中
し
て
使
わ
れ
、
他
の
月
に
は

ま
っ
た
く
使
用
が
み
ら
れ
な
い
。
と
く

に
五
か
ら
七
月
は
各
月
五
十
回
使
用
さ

れ
て
お
り
二
回
に
一
回
以
上
の
食
事
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
前
記
の

事
例
で
も
、
朝
食
、
夕
食
の
い
ず
れ
に

も
「
茄
子
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
１
の
四
番
目
に
多
い
「
焼
き
豆
腐
」

に
つ
い
て
は
、説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

江
戸
の
豆
腐
は
、
一
丁
が
現
在
の
標
準

的
豆
腐
の
五
か
ら
六
倍
の
大
き
さ
で
、

五
十
五
か
ら
六
十
文
で
あ
り
、
一
丁
が

大
き
い
た
め
に
二
分
の
一
丁
、
四
分
の

一
丁
売
り
も
あ
っ
た
。
当
時
の
そ
ば
一

杯
の
値
段
が
十
六
文
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
豆
腐
は
庶
民
的
な
食
品
で
あ

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
焼
き
豆
腐
の
大
き
さ
は

現
在
で
は
豆
腐
と
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
江
戸
の
焼
き
豆
腐
は
豆
腐
一

丁
を
十
二
等
分
し
て
作
ら
れ
て
い
た
た

め
に
、
一
つ
五
文
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
隠

居
大
名
と
は
い
え
、
十
万
石
の
真
田
家

で
金
銭
的
な
問
題
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
ろ
う
か
ら
、
豆
腐
、
焼
き
豆
腐
が
多

用
さ
れ
た
の
は
日
常
食
を
簡
素
に
す
る

習
慣
で
あ
っ
た
か
、
幸
弘
の
好
み
が
影

響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

図
２
の
グ
ラ
フ
に
は
比
較
的
よ
く
使

用
さ
れ
た
野
菜
類
の
使
用
月
と
回
数
を

示
し
た
が
、「
茄
子
」
は
先
に
述
べ
た

と
お
り
で
夏
に
集
中
し
て
お
り「
榎
茸
」

「
百
合
根

ゆ

り

ね

」
は
冬
、「
う
ど
」
は
冬
か
ら

春
に
か
け
て
多
用
さ
れ
、「
大
根
」
は

六
、七
月
を
除
き
年
間
使
わ
れ
て
い
る
。

大
根
は
は
じ
め
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

各
種
の
品
種
を
時
期
を
変
え
て
栽
培
す

る
こ
と
で
、
年
間
を
通
し
て
使
え
る
よ

う
工
夫
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
幸
弘

の
食
事
に
は
料
理
へ
の
大
根
の
使
用
は

多
く
は
な
い
が
、
実
際
に
は
香
の
物
の

多
く
は
大
根
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
幸
弘
の
食
事
記
録
に
は
、
香
の

物
の
食
材
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
た

め
に
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
、
上
層
下
層
を
問
わ
ず
、
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ま
た
日
常
、
儀
礼
食
の
い
ず
れ
に
も
大

根
の
浅
漬
け
、
た
く
あ
ん
が
広
く
普
及

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

図
で
示
し
た
以
外
に
も
野
菜
、芋
類
、

果
物
類
は
数
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
挙
げ
て
み
る
と
「
ご
ぼ
う
」

「
み
ょ
う
が
」「
貝
割
り
菜
」「
み
つ
ば
」

「
さ
さ
げ
」「
い
ん
げ
ん
」「
唐
茄
子

と

う

な

す

」

（
か
ぼ
ち
ゃ
）「
冬
瓜
」「
糸
瓜
」「
つ
る
菜
」

「
ふ
き
」「
ぜ
ん
ま
い
」「
わ
ら
び
」「
夕
顔
」

「
藤
豆
」「
せ
り
」「
し
そ
」「
し
ょ
う
が
」

「
ご
ま
」「
さ
ん
し
ょ
う
」「
わ
さ
び
」

「
筍

た
け
の
こ」「

さ
つ
ま
芋
」「
長
い
も
」「
自
然
薯
」

「
く
り
」「
岩
茸
」「
松
茸
」「
の
り
」「
ひ
じ
き
」

「
昆
布
」「
氷

こ
う
や

豆
腐
」「
こ
ん
に
ゃ
く
」

「
麩
」
な
ど
多
様
で
あ
る
。
見
落
と
し

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ね
ぎ
や
に

ん
に
く
、
に
ら
、
あ
さ
つ
き
、
ら
っ
き
ょ

う
な
ど
い
わ
ゆ
る
五
辛
類
が
み
ら
れ
な

い
の
は
、
大
名
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
調
査
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

日
常
食
の
野
菜
類
の
多
く
は
、
汁
の

実
か
煮
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
調

味
料
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
味
噌
か
醤
油
を
ベ
ー
ス

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
代
に
は
、
煮
物
に
砂
糖
な
ど

甘
味
を
つ
け
る
習
慣
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
、
甘
味
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
幸
弘
の
食
事
記
録
が
書
か

れ
た
時
代
以
降
に
な
る
と
、
料
理
屋
の

料
理
に
甘
味
を
つ
け
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
高
級
料
理
屋
で
有
名
な
八
百
善
主

人
が
刊
行
し
た
『
江
戸
流
行
料
理
通
』

な
ど
で
は
、
み
り
ん
で
甘
く
味
付
け
す

る
料
理
を
多
数
紹
介
し
て
い
る
。

幕
末
の
『
守
貞
謾
稿
』
で
も
江
戸
の

か
ば
焼
き
は
、
み
り
ん
と
醤
油
を
用
い

る
と
し
、
料
理
屋
の
料
理
は
、
京
・
大

坂
で
は
鰹
節
の
だ
し
に
酒
と
醤
油
で
味

を
つ
け
る
の
に
対
し
、
江
戸
で
は
鰹
節

だ
し
に
み
り
ん
酒
や
砂
糖
と
醤
油
で
味

を
つ
け
、
口
に
甘
い
が
食
品
の
味
を
損

な
う
も
の
の
、
す
で
に
習
慣
に
な
っ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。

江
戸
を
中
心
と
し
た
料
理
に
甘
味
を

つ
け
る
習
慣
は
、
明
治
に
な
る
と
一
般

化
し
、
煮
物
や
和
え
物
、
魚
の
照
り
焼

き
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

幸
弘
が
多
用
し
た
豆
腐
は
、
ど
の
よ

う
な
料
理
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
多
い
の
は
特
に
名
称
の
な

い
汁
に
入
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、
料
理

名
ら
し
い
も
の
と
し
て
は
、「
崩
し
豆

腐
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
が
「
湯
豆

腐
」
で
い
ず
れ
も
朝
食
に
供
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
。
と
く
に
「
湯
豆
腐
」

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
朝
食
に
出
さ
れ
て

お
り
、
今
日
の
習
慣
と
は
異
な
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

そ
の
ほ
か
「
ち
ま
き
豆
腐
」「
煮
抜

き
豆
腐
」「
す
り
豆
腐
」「
つ
と
豆
腐
」

「
八
盃
豆
腐
」「
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
」
な
ど

が
み
ら
れ
る
。

献
立
の
例
に
も
あ
る
「
八
盃
豆
腐
」

は
、
江
戸
時
代
の
百
珍
物
と
し
て
有
名

な
『
豆
腐
百
珍
』（
一
七
八
二
）
に
よ
れ

ば
、
絹
ご
し
豆
腐
を
細
長
く
切
り
、
水

六
杯
、
酒
一
杯
、
醤
油
一
杯
の
煮
汁
で

煮
た
料
理
で
、
大
根
お
ろ
し
を
お
く
と

あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
本
草
学
に
大

根
お
ろ
し
が
豆
腐
の
毒
を
除
く
と
あ
る

こ
と
に
も
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
つ
と
豆
腐
」
は
、
豆
腐
を
よ
く
搾

り
、
甘
酒
を
す
り
混
ぜ
竹
簀す

に
巻
い
て

蒸
し
た
後
、
小
口
切
り
に
し
た
も
の
。

「
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
」
は
、
卵
と
豆
腐
を

半
分
ず
つ
加
え
て
ふ
わ
ふ
わ
の
煎い

り
豆

腐
を
つ
く
り
胡
椒
を
ふ
る
、
と
同
じ
く

『
豆
腐
百
珍
』
に
説
明
が
あ
る
。

同
様
の
書
に
「
煮
抜
き
豆
腐
」
も
あ

り
、
鰹
だ
し
に
一
日
煮
込
ん
で
鬆す

を
た

て
た
も
の
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
料
理
が

料
理
書
に
あ
り
、
当
時
の
幸
弘
の
料
理

人
も
豆
腐
料
理
に
変
化
を
つ
け
る
た
め

に
、
当
時
流
行
し
た
『
豆
腐
百
珍
』
を

利
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
す

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

献
立
上
の
他
の
野
菜
類
の
多
く
は
、

豆
腐
ほ
ど
料
理
名
が
判
明
で
き
る
も
の

は
少
な
く
、「
煎
菜
ふ
わ
ふ
わ
」
な
ど

は
珍
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
煎
菜
は
、

江
戸
時
代
の
料
理
書
『
料
理
網
目
調
味

抄
』（
一
七
三
〇
）
に
よ
る
と
、
水
菜

み
ず
な

の

中
側
の
柔
ら
か
く
細
い
と
こ
ろ
ば
か
り

を
切
り
、
こ
れ
を
ゆ
で
て
か
ら
、
調
味

し
た
煮
汁
で
煮
る
と
あ
る
か
ら
、
そ
こ

か
ら
推
察
し
て
み
る
と
「
煎
菜
ふ
わ
ふ

わ
」
は
、
水
菜
の
卵
と
じ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

食
事
記
録
に
み
ら
れ
る
儀
礼
・
行
事

食
は
、
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
も

っ
と
も
多
く
、
十
二
月
二
十
一
日
の
す

す
払
い
、同
月
二
十
九
日
の
歳
暮
祝
儀
、

元
旦
の
歳
改
祝
儀
は
三
の
膳
ま
で
出
さ

れ
る
豪
華
な
食
事
と
酒
の
儀
礼
、
本
膳

料
理
の
あ
と
に
続
く
酒
宴
に
酒
肴
が
出

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
ほ
か
で
は
、

一
月
二
・
三
日
、
一
月
二
十
一
日
の
幸

弘
の
誕
生
祝
い
な
ど
に
二
の
膳
つ
き
の

食
事
と
酒
・
酒
肴
が
供
さ
れ
、
花
見
、

初
午

は
つ
う
ま

、
上
巳

じ
ょ
う
し

、
端
午

た
ん
ご

、
七
夕
の
節
句
、

仏
事
、
月
見
な
ど
で
は
一
汁
三
菜
の
本

膳
料
理
と
酒
や
菓
子
が
ふ
る
ま
わ
れ
て

い
る
。

幸
弘
の
誕
生
日
祝
い
か
ら
宴
席
の
流

れ
を
み
る
と
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
献
立
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

内
容
を
略
し
て
あ
る
が
か
な
り
の
食

事
と
酒
肴
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
、
日
常
食
と
儀
礼
食
が
い
か
に
異

な
る
も
の
で
あ
る
か
も
わ
か
る
。「
臓

五
、
儀
礼
・
行
事
食
に
お
け
る
野
菜
類

四
、
野
菜
類
と
そ
の
加
工
品
の
調
理



煮
」
と
は
、
雑
煮
の
こ
と
で
現
在
は
正

月
に
用
意
さ
れ
る
が
、
酒
の
儀
礼
と
し

て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
日
常
食
に

は
少
な
か
っ
た
魚
介
類
や
そ
の
加
工
品

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
鯛
、

す
ず
き
、
ひ
ら
め
な
ど
を
は
じ
め
、
あ

わ
び
、
串
貝
、
す
る
め
、
数
の
子
、
か

ら
す
み
、
つ
み
入
れ
な
ど
が
あ
る
が
、

野
菜
類
も
必
ず
使
わ
れ
て
い
る
。

う
ど
、
大
根
、
椎
茸
、
里
芋
、
せ
り
、

み
ょ
う
が
、
く
ね
ん
ぼ
な
ど
が
多
く
、

こ
れ
ら
は
日
常
食
に
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
く
わ
い
、
梅
干
し
は
日
常
食
に
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
香
の
物
に

梅
干
し
が
供
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
。
ま
た
儀
礼
食
に
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
野
菜
類
と
し
て
は
、
さ
つ
ま
芋
、
か

ん
ぴ
ょ
う
、
な
す
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
野
菜
が
儀
礼
食
に
用
い
ら
れ

な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
検
討
し
た
史
料
は
、
一
人
の
元

大
名
の
食
事
記
録
で
あ
る
。
魚
介
類
を

日
常
に
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
は
食
べ
な
か
っ

た
の
は
、
幸
弘
の
食
習
慣
と
の
関
係
に

よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
幕
末
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

の
食
事
記
録
の
あ
る
岡
部
藩
藩
主
（
後

に
三
河
半
原
藩
主
）
安
部
信
発

の
ぶ
お
き

の
江
戸

屋
敷
の
食
事
を
み
る
と
、
同
じ
く
豆
腐

は
も
っ
と
も
使
用
回
数
が
多
く
、
幸
弘

の
記
録
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
油
揚
げ

も
多
く
み
ら
れ
る
。
魚
介
類
よ
り
野
菜

類
の
使
用
が
多
い
と
い
う
点
で
は
、
ほ

ぼ
共
通
し
、
大
根
、
ご
ぼ
う
、
里
芋
、

さ
つ
ま
芋
、
百
合
根
、
に
ん
じ
ん
な
ど

が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
な
す
は
比
較
的

少
な
い
。
信
発

の
ぶ
お
き

の
好
み
で
卵
が
多
い
こ

と
、
一
日
の
食
事
に
魚
介
類
と
そ
の
加

工
品
で
あ
る
ち
く
わ
や
は
ん
ぺ
ん
な
ど

が
比
較
的
多
い
点
な
ど
も
違
い
と
い
え

よ
う
。

例
え
ば
、
幸
弘
で
み
た
と
同
じ
月
の

六
月
の
日
常
献
立
を
み
る
と
、
朝
食
は

汁
（
は
ん
ぺ
ん
）、
氷こ

お
り

こ
ん
に
ゃ
く

（
お
そ
ら
く
煮
物
）、
昼
食
は
、
あ
じ
の

塩
焼
き
、
厚
焼
き
玉
子
に
ワ
サ
ビ
を
つ

け
て
酒
が
供
さ
れ
、
夜
食
に
は
ゆ
ば
、

ご
ぼ
う
の
煮
物
で
汁
な
し
と
幸
弘
に
比

べ
て
皿
数
が
少
な
い
が
、
刺
身
な
ど
は

比
較
的
多
く
登
場
し
、
鮪
の
刺
身
な
ど

江
戸
後
期
以
降
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
魚
も
登
場
し
、
こ
の
時
代
に
な

る
と
、「
御
昼
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
信
発

の
ぶ
お
き

は
酒
が
好
き
だ
っ
た
よ

う
で
、
夜
食
に
汁
は
な
い
も
の
の
、
刺

身
、
う
な
ぎ
、
あ
わ
び
の
酢
貝
な
ど
酒

肴
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し

興
味
深
い
の
は
、
夫
人
は
酢
貝
が
好
み

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
「
奥
方
様
　
水

貝
」
と
あ
り
、
時
々
信
発

の
ぶ
お
き

と
は
異
な
る

も
の
が
供
さ
れ
て
い
る
。
日
常
食
だ
か

ら
で
き
た
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
淡
々
と
記
録
さ
れ
た
食
事
記
録

か
ら
も
当
時
の
人
々
の
好
み
が
う
か
が

え
て
興
味
深
い
。

こ
の
よ
う
に
時
代
の
違
い
も
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
習
慣
の
違
い
も
あ

り
、
日
常
食
の
野
菜
と
儀
礼
・
行
事
の

野
菜
に
も
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
大
名

ク
ラ
ス
の
食
事
と
い
え
ど
も
、
日
常
食

に
は
野
菜
類
を
中
心
に
一
汁
一
か
ら
二

菜
の
比
較
的
簡
素
な
食
事
を
摂
っ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
豆
腐
料
理
で
も
み
た
よ
う
に
、

単
純
な
料
理
ば
か
り
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
料
理
を
工
夫
し
よ
う
と
し
た
点

で
は
、
料
理
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
の
幸

弘
の
食
事
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
幸

弘
の
食
事
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
上
流

階
層
の
日
常
食
の
一
端
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
み
る
と
、
江
戸
に

は
季
節
ご
と
に
き
わ
め
て
多
種
類
の
野

菜
類
が
供
給
さ
れ
、
日
々
の
食
卓
を
豊

か
に
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
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